
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 3 凸レンズの像  

 1 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（千葉県） 

 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （学芸大附高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）   焦点 

 

 

（2）まず，「塾技 3  」光線①および光線②により，実像の作図を行う。 

次に，光線④により，P が凸レンズを通り過ぎたあとの道すじの作図を行えばよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）「塾技 3  」（1）①より，光源の位置が A のときは実物より小さい倒立実像ができ，「塾技 3  」

（1）②より，光源の位置が焦点距離の 2 倍の B のときは実物と同じ大きさの倒立実像ができる。

よって，最も適当な符号はウとわかる。 

 ウ 

 

 

（4）「塾技 3  」（1）⑤より，実物より大きい正立虚像ができる。 

 （正立）虚像 

 
 

塾技 3  補充問題 解答・解説 
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答 

1 

答 

2 

答 

2 

答 

解 1 



  

 

（1）p169「用語チェック」塾技 3 の 6．レンズの公式を利用する。 

     に，a = 15，b = 40－15 = 25 を代入すると，    とわかる。 

(a，b) = (10，30)，(20，20)，(30，10) の場合，いずれも    が成り立たないので，実像がうつ

ることはない。同様に，     も成り立たないので，虚像がうつることもない。 

よって，a の長さが 10cm，20cm，30cmのときは，すべて像はうつらない。 

 10cmの実験結果：③，20cmの実験結果：③，30cmの実験結果：③ 

 

 

（2）p169「用語チェック」塾技 3 の 6．レンズの公式より，像の大きさは，物体の大きさを 倍した

ものとなるので，a = 25，b = 15 のときより，a = 15，b = 25 のときの方が像は大きくなる。 

 ① 

 

 

（3）スクリーン上にうつる像は，上下左右が逆の倒立実像であるため，ろうそくが少し短くなって光

の位置がレンズの軸より少し下になると，炎の像の位置はレンズの軸より少し上になる。 

 ② 

 

 

（4）a = 35 のとき，      より，        となり，       となる。 

よって，a + b＞40 となるので，ろうそくとスクリーンの距離を 40cmより長くすると炎の像をス

クリーンにうつすことができる。 

 ② 

 

 

（5）「塾技 3  」の光線④は焦点を通らない。 

 ② 

1 

答 

答 

1 1 1
a b f
 

解 2 

1 8
f 75


1 8
f 75


1 1 1
a b f
 

答 

b
a

答 

答 

1 1 8
35 b 75

  1 8 1 41
b 75 35 525
   525 33b 12

41 41
 


